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電源コードについて 
本製品に付属されている電源コードは本製品専用のコードです。他の製品にはご使用する事はできま

せん。 

入力電源電圧について 
SQM-160の膜厚モニターは下記のライン電圧のいずれかに設定してご使用下さい。 

電圧： 入力電圧は 100-240VACのユニバーサル電源です。入力周波数 50 または 60Hz です。   

最大消費電力は 25Watt です。 セクション 1.3及び 1.4のライン電圧の選択の項をご参照下さい。 

 

入力電圧の設定 
ユニットの裏面パネルに使用電圧設定のモジュールがございます。 

回転式の電圧選択シリンダーはヒューズを介してグラウンドとパワーラインに接続されております。 

 

電源ケーブル                                                                           
WARNING: 感電を回避するために、常時、電源ケーブルの AC出力コードを適切に保護グラ

ウンドに接続して下さい。                                  

SQM-160の膜厚モニターは脱着可能なグラウンド付 3線の電源コードです。 

SQM-160の筐体は感電を防止するためにパワーグラウンドを接続して下さい。 

必要に応じて電気工事の資格者の指導・工事をすることで事故を回避できます。 

 

接地 
グラウンドは裏面パネルの電圧選択モジュール付近にリングラグにて取り付けられるボルトが設置

されております。感電防止のため、ファシリティーの保護アースグラウンドにこの取り付けボルトか

ら編線、12 AWG（もしくはそれより太い）の銅線によって接続して下さい。図 3-3をご参照下さい。 

 

ラインヒューズ 
電源選択モジュール内に 2つのヒューズ（サイズ 5x20mm）が設置されております。 

ヒューズは電源選択モジュールのカバーを外すことで取り出せます。 

ヒューズ仕様： IEC T タイプ、スローブロー 4/10A、250VAC 

セクション 3.2.6のヒューズの交換の項をご参照下さい。 

 

電源スイッチ                                       
WARNING: ユニット内部にアクセスする際は、決して電源スイッチを切った状態だけで 

行わないで下さい。内部には人体に影響を及ぼす電圧があります。 

電源コードを本体から切り離して作業を行って下さい。            

SQM-160の前面に電源スイッチがあります。スイッチはトグルタイプで I と Ｏの表示があります。

Ｉはユニットに電源が供給される状態で、Oは電源が遮断される状態です。 

電源スイッチがオフの状態でもユニット内部にアクセスする際は電源コードを抜いた状態で作業を

行って下さい。 
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1.0 序文 

インフィコン SQM-160膜厚/レート蒸着モニターは多種の薄膜を簡単に測定できる機器です。 

この章はクイックスタートを目的を主とし、操作、プログラミング及び安全に関する詳細が記され

ています。操作前に当マニュアルを一読の上ご使用下さい。 

 

1.1 インスタレーション 

   このセクションは膜厚モニターに精通している使用者を対象に説明します。セクション 1.3 及び

1.4にシステム接続に関する説明がありますので参照下さい。 

 

Warning: センサー、I/Oカード、オプションカードの接続の際、人体に影響を及ぼす電圧 

    から十分に分離しそれを保持して下さい。 

 

ラックへの設置 

SQM-160のパネルサイズは 3.5インチ（88.9mm）高のハーフラックサイズです。 

19インチラックに設置のために ”Half-Rack adapter kit”(782-900-014)または”Full-Rack extender 

kit”(782-900-008)のいずれかをオプションとしてご用意しております。 

第 3章 ラックマウントを参照下さい。 

 

電源接続 

Warning: 電源ケーブルがモニター本体（筐体グラウンドを処置すること）に確実に接続されてい

ることを確認して下さい。 

 

センサー接続 

真空チャンバーの導入端子とオシレータ間及びオシレータと SQM-160 モニターまでの入力間の

BNCケーブルを接続して下さい。セクション 1.4を参照下さい。 

 

デジタル I/O接続 

別表 Cの SQM-160 Relay I/O接続及びデジタル I/Oの配線の詳細を参照下さい。 

 

コンピュータ接続 
RS232のシリアル通信を行う場合には、SQM-160シリアル通信ポートとコンピュータのシリアル

ポート間に 9ピンのストレートケーブルを使用して接続して下さい。添付WindowsTM Commソフ

トウエアーをご使用の場合は別表 Dをご参照下さい。 

 

オプション接続 
オプションの 4センサーカードを追加した場合は別途 BNCケーブルとオシレータが必要になりま

す。 

裏面パネルの電源 SWを(I)のポジションにするとオンします。その時 SQM-160はノーマルオペレ

ーティングモードで立ち上がりソフトウエアーバージョンを表示します。 
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 1.2 正面パネル 

 
Front Panel Controls 

Display 1     ノーマルオペレーション状態でレート/膜厚または周波数を表示します。 

複数のセンサーを使用し表示が Time の場合にはそれらのセンサーの平均が表示

されます。個々のセンサーの独立した読み値を表示するためにコントロールノブ

を右に回して下さい。 プログラムモード状態ではセットアップパラメータの名前

が表示します。 

 

Display 2      センサーリーディングをスクロールしている時は、Display 1にはデポ時間または 

センサー番号が表示されます。 

 

Control        ZEROを押すと膜厚読み値はゼロセットされます。 

 

Section      Xtal Lifeを押すとクリスタルライフかレート/膜厚読み値に表示を選択します。 

         Shutterボタンを押すとシャッターリレーが開閉します。 

 

Configuration   Programボタンを押すとプログラムモードを入出します。 

Section     Clearボタンを押すとオリジナルバリューを変更/キャンセルします。 

         Next または Prevボタンを押すと次のパラメータに移動します。 

 

Setpoint LEDs  設定したセットポイント値に達した場合に点灯。 

Crystal Status  クリスタルがアクティブの時に点灯し、計測中である。 

LEDs      計測中のクリスタルがフェイルした時に点滅。 

        どのクリスタルも使用していないときは消灯します。 

 

Control Knob  数値の変更やスクロールによるメニュー選択の変更。 

ノブを押すと変更した設定が保存される。 
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 1.3 裏面パネル 

 

 

Front Panel Controls 
 

Sensor 1 & 2          センサーケーブルの接続 セクション 1.4参照 

 

Rate                  レートと膜厚の読み値に対する 0-5Vのアナログ出力ポート。 

Thickness Outputs   チャートレコーダー等に接続。 

 

Relay I/O              プロセスコントロールに使用する外部機器に接続。 

           4つのリレー接点と 4つの入力信号ポート。 

 

RS-232               プログラミングやデータ収集用のコンピュータ・シリアルポート 

           別表 Dを参照下さい。 

 

USB/Ethernet          プログラミングやデータ収集用のUSBまたはEthernetポート（オプション） 

 

Option Card           4センサーメジャーメントチャンネル（追加センサーポート） 

 

適切なコモンシステムのグラウンド・ターミナルにグラウンド・ケーブルを      

接続して下さい。 

 

Power Connector     Warning: 規定の規格・等級の脱着可能のパワーコードを使用し、 

          モニター本体（筐体グラウンドを処置すること）に確実に接続されていること

を確認して下さい。 

 

 

 

 

 



 

. 

  1.4 システムコネクション 

 下記図は典型的な真空システムの接続を示します。表は各コンポーネントの機能の説明です。 

 

  Warning: センサーが人体に影響を及ぼす電圧から十分に絶縁されていることを 

確実にして下さい。 

 

System Components 
 

Sensor         クオーツセンサーはレートと膜厚の計測し使用します。クリスタルは消耗品です。 

 

In-Vac Cable    センサーヘッドと真空導入端子間に接続する同軸ケーブルです。 

 

Feedthrough    センサー用の電気信号と水冷却ラインを導入するために真空と大気を隔離する 

 

6” BNC Cable   導入端子とオシレータ間の BNCケーブル。可能な限り短いケーブルを使用する。 

 

Oscillator       クオーツクリスタルの制御器。ケーブル長は 1ｍ（40インチ）以下で使用する。 

 

10’ BNC Cable  SQM-160モニターとオシレータ間の 10フィートケーブル。ケーブル長は 

30m（100フィート）まで使用可能。 

 

Ground Wire    網線を使用する。SQM-160モニターのグラウンド・ターミナルと真空システム間 

         に接続する。 

 

 

 

 



 

 

 1.5 フィルムセットアップ 

 このセクションは薄膜を計測するために SQM-160のパラメータの設定方法を説明します。  

 第 2章にもプログラミングの詳細説明があります。 

 

Enter Program   Programボタンを押してフィルム設定メニューに入ります。 

Mode      Crystal Lifeが表示されましたら、Xtal Lifeボタンを押して Rate/Thicknessモード 

              に戻って下さい。 

 

Select a Film    99種類のフィルムの内の 1つを選択するためにControl Knobダイヤルを回します。 

         Control Knobを押しますとそのフィルムの選択が決定されます。 

 

Set Film    最初のフィルムパラメータ（Density）を設定するために Control Knobのダイヤル 

Parameters     を回します。パラメータの数値は Timeのセグメント枠内に表示されます。 

        Control Knobを押しますと設定した数値は保存され、次のパラメータに移行する 

ために回します。Clearボタンを押しますとそのフィルムパラメータはオリジナル

の数値に戻ります。続けて各パラメータを設定します。各パラメータの保存するた

めに確実に Control Knobを押して下さい。ノーマルモードに戻るためにそしてｐ

ログラムモードを出るために Programボタンを押します。 

 

Set System      システムメニューに入るために Programボタンを押して Prevボタンを押します。 

Parameter       Control Knobを回す、もしくは押すことによってシステムパラメータを設定しま 

す。Programボタンを押しますとノーマルモードに戻ります。 

 

フィルム設定中にセンサーを選択する場合、SQM-160 にセンサーは接続されて、Crystal Status の

LED が点灯していなければなりません。もし点灯していなければ、フィムルパラメータメニューに

戻り、選択するセンサーの Sensor Averageパラメータを設定して下さい。フィルムにアサインする

センサーの詳細情報についてはセクション 2.4を参照して下さい。 

 

Crystal Status LEDが点滅している場合、センサーが適切に接続されていない可能性があります。 

各オシレータに付属する”テストクリスタル”（イミュレーター）をセンサーの変わりに接続します。 

それで問題が解決する場合は真空システムに接続されているセンサーに問題があります。 

セクション 1.4 を参照し、6インチ BNC ケーブルとオシレータを外し、テストクリスタルをオシレ

ータに取り付けて下さい。テストクリスタルが正しく接続され機器に異常がない場合は、Crystal 

Status LEDが点灯します。 

第 2章のトラブルシューティングのセンサートラブルのセクションを参照下さい。 

 

 

 

 



 

 

 1.6 デポの開始 

 クイックスタートのセクションを設定すると蒸着が開始できます。蒸着を始めるために以下の手順  

 を実行して下さい。 

 

Verify Sensor     測定に使用するセンサーの Crystal Status LEDが点灯しているか 

Operation      点滅しているかを確認する。 

 

Display           Rate A/s LED (Display 1)は、左側がレート表示で右側が膜厚表示です。 

Rate/Thickness  クリスタルライフ表示モードが表示されている場合は、Xtal Lifeボタン 

         を押して、レート/膜厚 表示にして下さい。プログラムモードが表示されている

場合は Programボタンを押してノーマルモードのして下さい。 

 

Zero             Zeroボタンを押すと膜厚表示がゼロセットされます。 

Thickness 

 

Start             蒸着ソースにパワーが供給された状態で、SQM-160でシャッターリレーが 

Deposition       使用されている場合、Shutter ボタンを押すとソースシャッターが開き、蒸着が開

始状態になります。 

レートと膜厚表示はゼロから積算開始して下さい。表示がゼロから変化しない場合は、蒸着材料が 

クリスタルセンサーに到達しているかシャッターの開閉状態が正常であるかを確認して下さい。 

 

表示が不安定もしくはノイジーである場合は、まずセンサーの電気的接続を確認して下さい。 

第 2章のトラブルシューティングより noisy readingを参照して下さい。 

レートと膜厚の読み値が予想した値と異なっている場合、第 2章のフィルムパラメータ 

とセンサー（Density, Z-Factor, Tooling）のセクションを参照下さい。 

また、マニュアルに記載されている操作、プログラミング、安全に関する項目をご一読の上、 

使用して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 2.0 序文 

 このセクションは SQM-160のメニューと正面パネルからの操作に関する詳細記述があります。 

 説明は一般ユーザー向けにアレンジしています。 

 

2.1 メニューセレクション 

2つのメニューは、SQM-160プログラミングのコントロールを提供します。Film Parameters Menu

は、保存されたフィルムの各々をカスタマイズすることができます。 

 

 SQM-160の正面パネルにはプログラムメニューにアクセスするための 4つのボタン郡があります。 

 プログラムメニューには数値をアジャスト及びメニュー選択するためのコントロールノブが含ま 

れます。プログラムモードでは Display1 (レートと膜厚を表示)で変更されたパラメータが表示され 

ます。Display 2 (時間表示)では設定されたパラメータの数値が表示されます。 

 

Note: SQM-160のディスプレー上にクリスタルライフが表示された場合、Xtal Lifeボタンを押して 

   レート/膜厚表示（もしくは周波数表示）に戻して下さい。 

  

 フィルムパラメータメニューに入るために、Programボタンを押して下さい。SQM-160は現在の 

選択フィルムを表示します。別のフィルムにする場合はコントロールノブを回し、 

Nextボタンを押して既に選択されたフィルムの最初の変更したいパラメータを表示して下さい。 

 

システムパラメーターメニュに入るために、Programボタンを押して下さい。変更する最初のパ 

ラメータを表示するために Prevボタンを押して下さい。 

 
 

 

 

 



 

 

 2.2 フィルムメニュー 

 蒸着する材料の情報のためにフィルムメニューを SQM-160に入力します。 

 SQM-160には 99までのフィルム情報を保存することができます。有効になるフィルムは 1つ 

のみです。 

 1. プログラムモードに入るために Programボタンを押して下さい。 

 2. 使用する 1から 99の Film#（フィルム番号）からコントロールノブを回して選択して下さい。 

  3. フィルムパラメータに入るためにコントロールノブまたは Nextボタンを押して下さい。 

 4. Nextボタン（戻る場合には Prevボタンにて）Display 1に表示される各フィルムパラメータ 

に進んで下さい。 

    5. Display 2に表示されるパラメータをコントロールノブにて設定したい数値アジャストして下 

さい。 

  6. 変更した数値を保存するために、コントロールノブまたは Nextボタンを押して下さい。 

   そして次の変更したい材料パラメータに進んで下さい。Clearボタンを押すと変更の中止また 

は変更前のオリジナルの数値に戻ります。 

    7. フィルムパラメータメニューから出る場合は Programを押して下さい。ノーマルモードに戻

ります。 

 

以下の図と表にフィルムメニューの項目を記載しています。 

この章の後のセクションに各フィルムパラメータの設定と内容を説明しておりますので参照下さい。 

 
 

Note: SQM-160のシステム構成に依存して利用できない項目があります。 

 

Note: SQM-160の電源を立ち上げる際にZERO-Xtal Life-Shutterを押すことによってフィルムメニュ

ーをクリアーすることができます。 

 

 

 

 

 



 

 

フィルムパラメータ 

表示 内容 変更可能レンジ 工場初期設定 単位 

DENSITY 蒸着したい材料の密度 

別表材料密度参照 

0.5～99.99 1.00 Gm/cc 

TOOLING フィルムのツーリングファクター 

この章のセンサーツーリング参照 

10～399 100 % 

Z-FACTOR 蒸着したい材料の Z-ファクター 

別表 Z-ファクター参照 

0.10～10.00 1.0  

FINL THK 蒸着したい材料の希望最終膜厚値 

到達時 Final Thk LEDが点灯 

0.000～99.99 0.500 kÅ 

THK SET 膜厚に対する設定信号 セットポイン

トリレー接点が閉及び Thk SP LEDオ

ンで到達。システムメニューのサンプ

リングが ONの時、利用不可。 

0.000～99.99 0 kÅ 

TIME SET 設定した時間が経過した場合、タイマ

ーセットポイントリレーが閉及び Time 

SP LED がオンシステムメニューで

Relay 3がDual またはSensor 2に設定

されている場合、利用不可。 

0:00～99.59 0 Min:Sec

SAMPLE センサーシャッターにて材料サンプリ

ングする時のシャッターの開いている

時間。システムメニューで Samplingが

OFFの時、利用不可。 

0～9999 0 Sec 

HOLD センサーシャッターにて材料サンプリ

ングする時のシャッターの閉じている

時間。システムメニューで Samplingが

OFFの時、利用不可。 

0～9999 0 Sec 

SENS AVG フィルムのクリスタルを有効/無効にす

る。 

クリスタルRelay 2がDual に設定され

ている場合、利用不可。 

Enable/Disable Ch1 Enabled  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 2.3 システムパラメータ 

 システムメニュは SQM-160及び真空システムのセットアップの全ての機能に関係し 

する数値です。システムパラメータは全てのフィルムに適応します。 

1. Programボタンを押してプログラムモードに入って下さい。 

2. Prevボタンを押してシステムパラメーターメニュに入って下さい。 

3. Nextボタンを押して（戻る場合は Prevボタンにて）システムパラメータ内を移動して下さい。 

4. コントロールノブを回して Display 2に表示される希望のパラメータ数値に設定して下さい。 

5. Clear ボタンを押すと変更は中止され変更前のオリジナルの数値に戻ります。 

6. 表示された数値を保存する場合はコントロールノブまたは Nextボタンを押して下さい。 

そして次の変更したい材料パラメータに進んで下さい。Clear ボタンを押すと変更は中止され

変更前のオリジナルの数値に戻ります。 

 7. システムメニュから出る場合は Programを押して下さい。ノーマルモードに戻ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

システムメニュー 

表示 内容 変更可能レンジ 工場初期設定 単位 

TIMEBASE 測定に必要とする時間。 
より長い時間はより高い精度をもた

らします。 

0.15～2.00 0.25 Sec 

SIM MODE シミュレーションモード On/Off Off  

DISPLAY 表示単位の切替。レート/膜厚でÅまた

は nm、周波数で Hz、Massで ugm/cc。

THCK/nAnM/ 

FREQ/MASS 

Rate  

RATE RES レート分解能。0.01又は 0.1Å/s Hi/Low Low  

RATEFILT レート読み値を平均化する時の数 1～20 8  

RELAY 2 設定したタイマーセットポイントに

到達した時にリレーを閉にする。

Dual sensor使用時に Sensor 1がフェ

イルした時にリレーを閉にする。

Sensor 2 がフィルムで使用している

場合、Sensor 2は Relay 3でセンサー

シャッターを駆動する。 

On/Off Off  

SAMPLING Sampling を ON でセンサーシャッタ

ーは samplesと holdsの時間、周期的

に開閉する。 

シャッター閉で holds。 

On/Off Off  

BAUDRATE シリアル通信のボーレート設定。 2.4～19.2 19.2 kbps 

ETCH エッチングモード。ネガティブレート

の利用可能。 

On/Off Off  

xTOOLING 各センサーに割り当てられるツーリ

ング値。この章のセンサーツーリング

参照。 

10～399 100 % 

RELAYS 各リレーのノーマリーオープン（NO）

ノーマリークローズ（NC）の割り当て。

注：上記設定に影響なく SQM-160 の

電源が offの時リレーはオープン。 

NO/NC NO  

FMIN/MAX サブメニューで使用周波数のmax/min

を決定する。 

4.00～6.00 5.00 MHz 

R/T BNDS サブメニューによるレートと膜厚表

示の切替 

4.10～6.10 6.10  

RATE MIN 0V出力でのデポレート 0～999 0 Å/s 

RATE MAX +5V (12bit 分解能)FSでのデポレート 9.9～999 100 Å/s 

THICKMIN 0V出力での膜厚 0～99.99 0.00 kÅ 

THINKMAX +5V (12bit 分解能)FSでの膜厚 0～99.99 1.00 kÅ 



 

 

2.4 センサーの選択 

 標準の SQM-160は 2つのセンサーを接続できます。オプションの 4チャンネルセンサーカードを

追加することで最大 6つのセンサーでモニターすることができます。1つのセンサーで 1つのフィ

ルムをモニターする、もしくは複数のセンサーで 1つのフィルムの膜厚をアベレージング化してモ

ニターすることが出来ます。このアベレージングのオプションはデポエリア範囲の均一化を実現で

きます。 

 1 つのフィルムで複数のセンサーを利用し、最初のセンサーがフェイルした場合次のセンサーが 

自動的にレート/膜厚を計算しバックアップセンサーとして引き続きモニターを継続します。 

  

 Note: Relay 2 Dualがシステムメニューで選択された場合、センサー1とセンサー2をそれぞれプ

ライマリーとセカンダリーとしてセットアップします。このケースではアベレージング機能は無効

にする必要があります。セクション 2.11の Dualセンサーを参照して下さい。 

 

 フィルムパラメータに 1つのセンサーもしくは 2つのセンサーを以下の手順にて登録します。 

1. Programボタンを押してプログラムモードにする。 

2. コントロールノブを回して使用するフィルム番号（1から 99）を呼び出す。 

3. コントロールノブもしくは Next ボタンを押して選択したフィルム番号用にフィルムパラメータ

を入力する。 

4. Nextボタンを押して SENS AVGが表示するまで押して下さい。 

5. コントロールノブを回して使用するセンサーLEDまでスクロールして下さい。 

6. コントロールノブを押してセンサーonまたは offを切り替える。 

測定に使用するセンサーは Crystal Status LEDによって確認します。 

   Crystal Status LEDが点灯していない場合は、測定状態ではないので使用できません。 

   Crystal Status LEDが点灯している場合は、測定状態です。 

   Crystal Status LEDが点滅している場合は、測定状態ですが正当な読み値を受信していません。 

7. 希望する設定を表示し、Crystal Status LEDが点灯しているセンサーを選択して下さい。 

8. コントロールを回して 

  Display 2に 1つの数字が表示されている場合は、それは Display 1で表示されているセンサーの

番号です。Display 2に時間が表示されている場合は、それは Display 1で割り当てられた全ての

センサーのアベレージングを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 2.5 センサー周波数 

 クオーツクリスタルで測定する測定レンジを最大/最小の測定周波数で確立します。最大/最小の測 

周波数の値は Xtal Lifeモードを表示する%ライフを決定するために使用されます。 

 

 センサーの周波数が最小値未満（または最大値を超える読み）に低下する場合、SQM-160は Crystal 

Status LEDの表示が点滅す 

ことでセンサーのフェイルを知らせます。 

 以下はセンサーの最大/最小周波数を設定する手順です。 

 1. Programボタンを押して、プログラムモードに入ります。 

 2. Prevボタンを押して、システムメニュに入ります。 

  3. FMIN/FMAXが表示されるまで Nextボタン押して下さい。 

 4. コントロールノブを押すと FREQ MINが表示します。 

 5. コントロールノブにて Display 2 に希望の最小測定周波数に調整します。 

 6. コントロールノブを押すと FREQ MAXが表示します。 

 7. コントロールノブにて Display 2 に希望の最大測定周波数に調整します。 

 8. コントロールノブを押して、最大測定周波数を決定します。 

 9. Programボタンを押して、システムメニュを出てノーマルモードに戻って下さい。 

 

クリスタルは突発的な周波数シフト（モードホッピング）によって稀にフェイルを発生します。 

また、材料に依存して 5MHzに到達する前にフェイルを発生します。クリスタルが早い段階でフェ 

イルを発生する場合は、5MHzよりも高い設定値で真のフェイルの前の周波数でクリスタルライフの 

ワーニングを発生する様に FREQ MINバリューを設定して下さい。 

最初にFREQ MAXを最大周波数の数値を超えて設定した場合はCrystal StatusのLEDは点滅します。 

但し、精度に対する影響を除くことが出来る場合はノーマル値よりわずかに高く最大周波数を設定す 

る事が出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 2.6  センサーツーリング 

 センサーツーリングはセンサーと蒸着させる基板間の蒸着レートの差異を補正するための物です。 

これは実際に実験を行い、センサーの測定値を真空システムにマッチさせるための値を決定します。 

 

 xToolingはシステムメニュで設定します。複数のセンサーを使用して平均値機能を 

使用する場合は、事前に個々のセンサーのツーリングを調整して下さい。個々のセンサーの 

xToolingが正確に設定されているならば、平均レートと膜厚の読み値でレートジャンプの発生を抑 

えます。 

xToolingの設定手順 

1. Programボタンを押してプログラムモードに入って下さい。 

2. Prevボタンを押してシステムパラメーターメニュに入って下さい。 

3. xToolingが表示されるまで Nextボタンを押して、コントロールノブを押して下さい。 

4. xTooling1 を表示するまでコントロールノブを回して下さい。コントロールノブを押して設定

を保存し、xTooling2に進んで下さい。 

5. 使用するセンサー全てに対して手順 4項を実施して下さい。 

6. Programボタンを押してシステムパラメータボタンを出て、ノーマルモードに戻って下さい。 

 

フィルムツーリングはフィルムパラメータメニューで設定します。そしてフィルムに割り当てられ 

た全てのセンサーに対して平均レートと膜厚が適用されます。フィルムツーリングはフィルム特定の 

値であり、まず使用することはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 2.7  表示単位 

 SQM-160はいくつかの種類の測定単位表示をすることが出来ます。 

 

単位設定の変更手順 

1. Programボタンを押してプログラムモードに入って下さい。 

2. Prevボタンを押してシステムパラメーターメニュに入って下さい。 

3. DSP＿が表示されるまで Nextボタンを押して下さい。 

4. コントロールノブを左または右に回して希望の表示単位を選択して下さい。 

    THCK – レート：Å/s、膜厚：kÅ 

        nAnM – レート：nM/s、膜厚：uM 

        MASS – レート：ng/cc/s、膜厚 ng （ナノグラム） 

    FREQ – レート：Hz周波数 

Note: ナノメートルを選択した場合、レートと膜厚表示の間に小文字の nが現れます。 

   質量（Mass）を選択した場合、レートと膜厚表示の間に小文字の mが現れます。 

5. 変更を保存するためにコントロールノブを押して下さい。 

6. Programボタンを押してシステムパラメータボタンを出て、ノーマルモードに戻って下さい。 

 

 2.8  クリスタルライフ 

 SQM-160はシステムメニュ（セクション 2.5参照）で設定されたの Fmin/Max値をベースに残存ク

リスタルライフを算出しています。 

使用フィルム番号で使用しているセンサーの残存クリスタルライフの表示手順 

1. 正面パネル Control セクション 内の Xtal Lifeボタンを押して下さい。 

2. センサーが Display 1に表示され残存%ライフが Display 2 に表示されます。 

3. コントロールノブを回すとこのフィルム番号で使用するその他のセンサーの%ライフが表示され

ます。 

4. Xtal Lifeボタンを押すと通常のレート/膜厚表示または周波数表示に戻ります。 

Note: Xtal Lifeボタンを押さない場合（クリスタルライフ表示がアクティブである）、 

プログラムモードに入ることは出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 2.9  膜厚のゼロリセット 

 各々のフィルム蒸着を開始する前に、一般的にSQM-160の膜厚値はゼロにリセット後使用します。 

  

膜厚ゼロリセットの手順 

 1. 正面パネルの Controlセクション内の Zeroボタンを押して下さい。 

    膜厚ゼロ動作によって以下の通りの動作に影響します。 

   1. 時間表示はプログラムされた値にリセットされてカウントダウンが開始されます。 

   2. 膜厚セットポイントとタイマーリレーがオープンします。 

   3. Time SP、Thk SP及び Thk LEDは消灯します。 

 

 2.10 シャッターの制御 

 SQM-160シャッターボタンはソースシャッター用に使用されるリレーを制御します。 

 

シャッターリレーの開閉手順 

1. 正面パネルの Controlセクション内の Shutterボタンを押して下さい。 

  シャッターの開閉状態は Openまたは Close LED表示で確認出来ます。  

Note: Relay 2がシステムメニューの Sensor 2に設定された時、シャッターボタン（またはリレー動

作）動作は一瞬動作します。この様なケースは、シャッターリレーは Sensor 1 が使用している

フィルムに割り当てられている場合にのみ該当します。Sensor 2が使用しているフィルムに割り

当てられている場合、その時 Relay 2は代わりに閉じます。 

 

 2.11 デュアルセンサー 

 シャッター付デュアルセンサーは最初に使用したセンサーがフェイルした時に次のセンサーが 

バックアップとして動作します。システムメニューで Relay 2が Dualセンサーに設定され、 

 Sensor 1が突発的に計測を中断した時に SQM-160は Sensor 2 に自動的に切り替えます。 

  

 デュアルセンサーの設定手順 

1. Programボタンを押してプログラムモードに入って下さい。 

2. Prevボタンを押してシステムパラメーターメニュに入って下さい。 

3. Relay 2が表示されるまで Nextボタンを押して下さい。 

4. コントロールノブを右に回して DUALセンサー機能を選択して下さい。 

5. コントロールノブを押して変更を保存して下さい。 

6. Programボタンを押しシステムパラメーターメニュから出て、ノーマルモードに戻って下さい。 

7. フィルムメニューで Sensor 1のみフィルム番号に割り当てます。バックアップセンサー2は内

部的に自動的に割り当てられます。 

 

Note: Relay 2はマルチファンクションリレーです。デュアルセンサーシャッターでプログラム出

来るかもしくはプログラム時間が経過したときに閉じることが出来ます。セクション 2.10と 2.13

を参照して下さい。 



 

 

 2.12 レートサンプリング 

 SQM-160のレートサンプリングモードは、”Sample” で一定時間シャッターを開けて 

プロセスレートを計測し、”holds”で一定時間シャッターを閉めて、測定中の最後のレートを積算 

します。シャッターが閉じている間は閉まる直前のサンプルレートに基づく膜厚を計算します。 

   

Note: レートサンプリング機能により、高レートの蒸着プロセスにおいて水晶のライフをかなり

延ばす事が出来ますが、この機能はプロセスが非常に安定している場合に有効でホールドモード

で蒸着レートがプロセスが不安定な場合には測定誤差が大きくなりますのでこの機能のご使用は

避けて下さい。 

 

レートサンプリングの設定手順 

1. Programボタンを押してプログラムモードに入って下さい。 

2. Prevボタンを押してシステムパラメーターメニュに入って下さい。 

3. SAMPLINGが表示されるまで Prevボタンを押して下さい。 

4. コントロールノブを時計方向に回してレートサンプリングをＯＮして下さい。そしてコント   

ロールノブを押して変更を保存して下さい。 

5. Programボタンを押しシステムパラメーターメニュから出て、  

ノーマルモードに戻って下さい。 

6. Programボタンを押しプログラムモードに再度入って下さい。 

7. コントロールノブを回して使用するフィルム番号 1-9の中から選択し、 

コントロールノブまたはNextボタンを押して選択したフィルム番号のフィルムパラメータ

に入って下さい。 

8. SAMPLEが表示されるまで Nextボタンを押して下さい。 

9. コントロールノブを回して、サンプリングタイム（シャッターの開いている時間） 

を設定して下さい。そして、コントロールノブを押して変更を保存して下さい。HOLD が

表示します。 

10. コントロールノブを回して、ホールドタイム（シャッターが閉じている時間） 

を設定して下さい。そして、コントロールノブを押して変更を保存して下さい。 

11. Programボタンを押してフィルムパラメータメニューから出てノーマルモードに             

戻って下さい。 

 

Note: レートサンプリングリレーはデュアルファンクションリレーです。プログラムされた膜厚に到

達した時に Closeします。もしくはサンプリングモードをプログラムできます。 

セクション 2.14または別表 Cをご参照下さい。 

 

 

 

 

 



 

 

 2.13 タイムセットポイント 

 タイムセットポイントは時間に関するイベントの信号を利用するための機能です。Zero ボタンが

押された後にプログラムされた時間、リレーが閉じます。 

 

タイムセットポイントの設定手順 

1. Programボタンを押してプログラムモードに入って下さい。 

2. Prevボタンを押してシステムパラメーターメニュに入って下さい。 

3. RELAY 3 が表示されるまで Nextボタンを押して下さい。 

4. コントロールノブを右に回して TIMEを選択して下さい。コントロールノブを押して変更を    

保存して下さい。 

5. Programボタンを押しシステムパラメーターメニュから出て、 

ノーマルモードに戻って下さい。 

6. Programボタンを押しプログラムモードに再度入って下さい。 

7. コントロールノブを回して使用するフィルム番号 1-9の中から選択し、 

コントロールノブまたは Next ボタンを押して選択したフィルム番号のフィルムパラメー

タに入って下さい。 

8. TIME SET が表示されるまで Nextボタンを押して下さい。 

9. コントロールノブを回してタイマーセットポイントを設定して下さい。コントロールノブを    

押して変更を保存して下さい。 

10. Programボタンを押しシステムパラメーターメニュから出て、ノーマルモードに戻って下    

さい。 

 

Note: Relay 3はマルチファンクションリレーです。デュアルセンサーシャッターでプログラム出

来るか、プログラム時間が経過したときに閉じることが出来る、センサー2 シャッターリレーと

して利用できます。セクション 2.10と 2.11を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 2.14 膜厚セットポイント 

 膜厚セットポイントはプログラムした膜厚に達した時にリレーを閉じる機能です。 

このセットポイントは最終膜厚用のセットポイントとは別の物で、ソースシャッターは常に閉じま 

す。 

 

膜厚セットポイントの設定手順 

1. Programボタンを押してプログラムモードに入って下さい。 

2. Prevボタンを押してシステム パラメータメニューに入って下さい。 

3. SAMPLING が表示されるまで Nextボタンを押して下さい。 

4. コントロールノブを右に回して TIMEを選択して下さい。コントロールノブを押して変更を    

保存して下さい。 

5. Programボタンを押しシステムパラメーターメニュから出て、ノーマルモードに戻って下    

さい。 

6. Programボタンを押しプログラムモードに再度入って下さい。 

7. コントロールノブを回して使用するフィルム番号 1-9の中から選択し、コントロールノブ    

または Nextボタンを押して選択したフィルム番号のフィルムパラメータに入って下さい。 

8. THK SET が表示されるまで Nextボタンを押して下さい。FINL THKと間違えない様に気を 

付けて下さい。 

9. コントロールノブを回して膜厚セットポイントを設定して下さい。コントロールノブを押し 

て変更を保存して下さい。 

10. Programボタンを押しシステムパラメーターメニュから出て、ノーマルモードに戻って下 

さい。 

 

膜厚セットポイントに達した時、Thk SP LEDが点灯しリレーが閉じます。どのような状態でも

Zeroボタンを押すとゼロ膜厚になり、リレーが開きます。 

 

Note: 膜厚セットポイントはデュアルファンクションリレーです。膜厚を表示するもしくはレー

トサンプリング用のセンサーシャッターの制御用にプログラムできます。セクション 2.12レート

サンプリングファンクション、付録 Cリレー配線を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 2.15 シミュレートモード 

  シミュレートモードは SQM-160でセンサーを接続しない状態で動作をシミュレーションする 

モードです。これにより正面パネルの操作やプログラミングをセンサーなしで簡単に操作すること 

が出来ます。シャッターの開閉、ゼロ設定、クリスタルライフの表示、時間設定機能、膜厚セット 

ポイントもテスト出来ます。 

 

シミュレートモードの設定手順 

1. Programボタンを押してプログラムモードに入って下さい。 

2. Prevボタンを押してシステムパラメーターメニュに入って下さい。 

3. SIM MODE が表示されるまで Nextボタンを押して下さい。 

4. コントロールノブを右に回してシミュレーションモードを有効にして下さい。 

5. コントロールノブを押して変更を保存して下さい。 

6. Programボタンを押しシステムパラメーターメニュから出て、ノーマルモードに戻って下さい。 

 

2.16 リレー制御 

SQM-160の 4つのリレーは SPNO 1Form A(単接点ノーマリー・オープン A接)タイプのリレーを 

搭載しております。SQM-160が稼動中では、これらのリレーは NOまたは NCに変更可能です。 

*SQM-160の電源供給が遮断または低下した場合、リレーコンタクトは開きます。 

リレー配線については付録 Cをご参照下さい。 

 

 リレー制御モードの設定手順 

1. Programボタンを押してプログラムモードに入って下さい。 

2. Prevボタンを押してシステムパラメーターメニュに入って下さい。 

3. RELAYS が表示されるまで Nextボタンを押して下さい。 

4. コントロールノブを右に回して NO(normally open)または NC(normally close)を選択下さい。 

5. 接続されたセンサーについて全てについて上記手順 4までを実施して下さい。 

6. Programボタンを押しシステムパラメーターメニュから出て、ノーマルモードに戻って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 2.17 アナログ出力設定 

 SQM-160のシステムパラメータはレート信号または膜厚信号出力と接続するデバイスとが合致し 

ている必要があります。 

  

 システムパラメータのアナログ出力の設定手順 

1. Programボタンを押してプログラムモードに入って下さい。 

2. Prevボタンを押してシステム パラメータメニューに入って下さい。 

3. R/T BNDS が表示されるまで Nextボタンを押して下さい。 

4. コントロールノブを押して RATE MINの表示を確認して下さい。 

5. コントロールノブを回して 0V出力時での希望するレート数値を設定して下さい。 

6. コントロールノブを押して変更を保存し RATE MAXの表示を確認して下さい。 

7. コントロールノブを回して 5V出力時での希望するレート数値を設定して下さい。 

8. コントロールノブを押して変更を保存し THICK MINの表示を確認して下さい。 

9. 上記手順 5-8を繰り返して、膜厚出力値を調整して下さい。 

10. Programボタンを押しシステムパラメーターメニュから出て、ノーマルモードに戻って下さい。 

 

SQM-160システムパラメータの設定に関する内容は第 2章のシステムメニュー項にも設定の詳細 

が記載されております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 2.18 トラブルシューティング 

 SQM-160で起きる可能性のある問題の大部分は、不完全なクリスタルの装着やフィルムパラメー 

タの設定に起因しています。下記に一般的に発生する問題点の確認方法と修復手段についての記述 

があります。 

 

読み値が無いまたは不安定である： 

1. クリスタルを新品に交換してみて下さい。クリスタルは稀に予想に反してフェイルを起こす 

事があり、XTAL Failの前には不規則な周波数シフト（モードホッピング）の挙動が見られま 

す。 

6MHz基本周波数のクリスタルを使用している場合、蒸着される材料に依存しますが一般的に 5MHz 

に達する前の付近で問題は発生する場合があります。 

セクション 1.4を参照し、センサー、オシレータ、ケーブルの接続に問題が無いかを確認してみて下 

さい。 

2. システムメニューで Sim Modeが OFF、Dsp Freqが ON、FMin/Maxの設定が Freq Min  

=5MHz、FreqMax=6MHzになっている事を確認して下さい。（基本周波数 6MHz水晶振動子の場合） 

FMin:                            FMax:                               

3. フィルムメニューで Sens Avgが適切な設定になっているか確認して下さい。入力が選択されて 

いる場合、LEDは点灯（クリスタルが正常）もしくは点滅（クリスタルが異常）しています。 

LEDの状態を記録して下さい。 

INPUT 1:                            INPUT 2:                               

5. デポジット状態にない間に、稼働中のセンサーの周波数表示を観察してみて下さい。 

FMinと Fmax間で周波数の数値は安定していなければなりません。 

FREQ 1:                            FREQ 2:                               

センサーの読み値が周波数のリミットを外れている場合： 

クリスタルの交換または再度 Freq Min/Max値のプログラミングを実施して下さい。 

センサーの読み値がゼロまたは不安定な場合： 

： SQM-160とセンサー間の配線を再度確認して下さい。 

： SQM-160が正しく接地されているかを確認して下さい。 

： 特にセンサーヘッドの水晶子が正しく装着されていることを確認して下さい。 

： 別の SQM-160のセンサー入力に接続を換えてみて下さい。 

  もし別の入力に換えてゼロ状態であるか不安定な読み値を示す場合は、問題は配線やセンサーに

ある可能性が大きいです。 

不具合が修復されない場合： 

セクション 1.4を参照し、オシレータモジュールから 6インチ BNC同軸ケーブルを外して下さい。 

SQM-160には 5.5MHzのテストクリスタルと BNC変換コネクタが付属されております。オシレー 

タセンサーコネクタに接続して下さい。表示は 5.5MHzを表示しとても安定な状態であるはずです。 

もし、5.5MHzを表示せず不安定な状態である場合はインフィコンにお問い合わせ下さい。 

FREQ 1:                            FREQ 2:                               

 



 

 

周波数の読み値が安定な場合は蒸着プロセスを開始します。蒸着材料がクリスタルにデポされた時に 

周波数の数値はレートに応じて徐々に減衰します。もし、減衰しない場合は、ソース供給の出力を 

チェックして下さい。センサーがソースに近すぎて設置されていないかを確認して下さい。 

（特にスパッタリングのケース） 

 

間違ったレートもしくは膜厚計測： 

まず、周波数読み値が正確であるかを確認するためにセクション 2.14の膜厚セットポイントの手順 

を再度実行して下さい。 

セクション 2.6のシステムメニューから希望する xToolingを設定して下さい。間違った xTooling値 

は、どの材料でもレート/膜厚の値を高すぎたり低すぎたり計測することになります。 

既にシステムメニューの xToolingが設定されており、別の値が特定フィルムで必要でない場合、 

フィルムメニューで Toolingを 100に設定して下さい。 

別表の材料パラメータより該当する材料の Densityと Z-Factor値を確定して下さい。もし、材料が 

リストに無い場合は、材料ハンドブックからチェックして下さい。Densityと Z-Factorはレート/膜 

厚の計算に重要な関わりがあります。 

Z-Factorは蒸着したクリスタルのストレスを補正します。クリスタルが消耗するにともない精度が悪 

化する場合は Z-Factorを確認して下さい。Z-Factorと音響インピーダンスの関係は別表材料をご参 

照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 3.0  ラックマウンティング 

 フルラックエクステンダー・オプション（782-900-008）は 19 インチラックで 1 台の SQM-160

をフルラックの幅に収納出来ます。 

  

Remove SQM-160     ラックエクステンダーをどちらの側に取り付けるかを決定し、2つの#10-32 

Mounting Ear          サイズの皿ネジを緩めて、既に SQM-160の両サイドに取り付けられている

金具を外します。 

Assemble the         8つの#6-32皿ネジ、2つのエンドパネル、2つのメインパネルでエクステ

Extender             ンダーBOXは組み上げられています。エクステンダーの片方の内側から 2    

つのソケットネジで固定されています。それらのネジが片側に完全に見える 

まで拘束ネジを通して下さい。 

Attach the            SQM-160とエクステンダーを並べて、拘束ネジをラック金具にマウントす

Extender             るのに使用された SQM-160ねじ穴に通して下さい。SQM-160にエクステ    

ンダーを確保するために、拘束ネジを締めて下さい。 

Attach the            前に SQM-160 から外したエクステンダーに#10-32 皿ネジでマウント金具

Mounting Ears        に付けて下さい。ラック金具がまだ SQM-160に取り付けられていないなら   

ば、それも付けて下さい。 

Mounting the         空いている 3-1/2高の 19インチラックマウントにユニットを取り付けて下 

SQM-160            さい。ラックに固定するネジは付属しておりません。 

 

ハーフラックアダプターキット（P/N: 782-900-014）は 1台の SQM-160 を 3-1/2”高の機器にマウ

ントします。2 つのラックマウント金具、アダプターブラケットで構成されております。1 つのラ

ックマウント金具を SQM-160 に取り付け、別の機器にもう片方の金具を取り付けます。2 つの機

器をアダプターブラケットを使用して取り付けます。 

 

4.0 メンテナンス 

Warning: SQM-160の内部にはユーザー側で修理・調整する部品は存在しません。 

メンテナンスについてのご要望はインフィコンまでお知らせ下さい。 

 

4.1 クリーニング 

外装をクリーニングするためには水や中性洗剤を湿した布を使用して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

A. マテリアルパラメータ 

下記の表にて、アスタリスク＊表示しているものは未知の材料の Z-ファクターです。 

実験によって Z-ファクターは決定します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

Z-Factor は蒸着を行う材料の音響特性をセンサークリスタルの基材であるクオーツの音響特性に適

合させるために使用する因子です。  

Z-Factor = Zq / Zm 

たとえば、金の音響インピーダンスは Z=23.18 ですから、金の Z-Factor は次式で表現されます：  

金の Z-Factor = 8.83 / 23.18 = .381 

残念ながら、多くの材料の Z-Factor は簡単に入手できない場合が多く、その場合は以下の方法で経

験的に算出しなければなりません：  

1.  クリスタル寿命（Crystal Life）が 50% 近くの値を示すか、または寿命がほぼ尽きる状態にな

るまで、そのいずれか早く到達する方までその材料を蒸着します。  

2. 上記のクオーツセンサーに隣接させて新しいサブストレートを置きます。  

3. QCM Density を校正された値に設定します：ツーリング=100%、厚みゼロ。  

4. サブストレートに 1000 から 5000 A 程度の材料を蒸着します。  

5. プロフィルメータまたは干渉計を用いてサブストレート上の実際の膜厚を測定します。  

6. 装置が正しい膜厚指示値を示すまで、装置の Z-Factor を調節します。  

 

これとは別に、クリスタルを頻繁に交換するという方法も考えられます。寿命の 90% に達したクリ

スタルを使用すれば、プログラムされた Z-Factor と実際の Z-Factor の間に大きな誤差があったと

しても誤差はほとんど無視することができます。 

 

 

 



 

 

B. 仕様 

測定仕様 
センサー数             標準 2  追加オプション 4 

センサー周波数レンジ        4.0MHz から 6.0MHz 

リファレンス周波数精度       0.002% 

リファレンス周波数安定性            +/- 2ppm (total, 0 から 50℃) 

膜厚表示分解能＊          1Å （オングストローム） 

周波数分解能＊           +/- 0.12 Hz（標準分解能タイプ） 

                  +/- 0.03 Hz（高分解能タイプ） 

レート分解能＊           0.60Å/sec（標準分解能タイプ） 

                                    0.037Å/sec（高分解能タイプ） 

膜厚分解能＊            0.15Å/sec（標準分解能タイプ） 

                                    0.037Å/sec（高分解能タイプ） 

＊Density=1, Period=4 rdgs/sec （標準分解能タイプ） 

                  =10 rdgs/sec（高分解能タイプ） 

フィルムパラメータ 
保存可能フィルム数         99 

密度                               0.5 – 99.99 gm/cc 

ツーリング                          10 – 399% 

Z-ファクタ                          0.10 – 10.00 

最終膜厚               0.000 – 99.99 kÅ 

膜厚セットポイント                  0.000 – 99.99 kÅ 

時間セットポイント              0:00 – 99:59 mm:ss 

サンプル/ホールド                    0 – 9999 sec 

センサーアベレージ                  インストールされたセンサーのコンビネーションによる 

 

システムパラメータ 
計測周期                             0.15 – 2 sec 

シミュレートモード          ON/OFF 

周波数モード                         ON/OFF 

レート分解能             0.01/0.1Å 

測定フィルター                       1 – 20 readings 

デュアルクリスタル 1/2               ON/OFF 

レートサンプリング          ON/OFF 

RS232 Baud Rate                     2.4/4.8/9.6/19.2 kb/s 

エッチモード             ON/OFF 

クリスタルツーリング 1-6             10 - 399% 

クリスタル フェイル Min/Max           4.0 – 6.0MHz /4.1 – 6.1MHz 

 



 

 

デジタル I/O 
デジタル入力             4 

ファンクション             Open Shutter 

                                      Close Shutter 

                                      Zero Thicness 

入力 rating                            5VDC, 非干渉 

リレー出力               4 

ファンクション                        Shutter 

                                      Sampling/Hold または Thickness Setpoint 

                                      Dual Sensor Shutter または Time Setpoint 

                                      Crystal Fail 

リレーrating                           30Vrms または 30VDC, 2A max 

その他仕様 
メインパワーサプライ                  100 -120/200 – 240, +/- 10% nominal 

                                      50/60Hz 

消費電力                              20W 

動作環境               0℃ - 50℃ 

                   0 - 80％ RH 結露が無い事 

                                      0 – 2000 m 

                                      室内で使用の事 

                   Class 1 Equioment (Grounded Type) 

                                      長時間未使用は避ける事 

                   一般的な保護（有害な湿気は避ける事） 

                   汚染度 2 

                                      インスタレーション（オーバーボルテージ） 

短期過電圧 カテゴリーII 

保管環境               -40℃ - 70℃ 

ラック寸法              88.5mm x 212.7mm x 196.9mm 

重量                 2.7kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

C. I/O コネクション 

SQM-160 には機器に接続するデジタル I/Oコネクタ、リレーI/Oコネクタ（D-サブ 15ピンメスコネ

クタ）が搭載されております。下記図は、付属コネクタの半田付け側から見たピン配列を示します。 

 
リレーI/Oコネクタ Rear View 

ピン番号 機能 内容 

1,2  

リレー 1 

クリスタルフェイル 

リレー 

全ての有効なセンサーがフェイルの時、コンタクトは閉 

3,4  

リレー 2 

時間セットポイント 

デュアルセンサー 

または Sensor 2 リレー

Relay 2 がシステムメニューで TIME に設定されている場

合、タイマーセットポイント値がゼロに落ちたときにコンタ

クトは閉。Dualが選択されている場合、Sensor 1がフェイ

ルの時、コンタクトは閉 Sensor 2 が選択されている時、

Sensor 2 がアクティブフィルムで使用されている場合でシ

ャッターボタンが押された場合、コンタクトは閉 

5,6  

リレー 3 

シャッターリレー 正面パネルのシャッターボタンによって制御される。シャッ

ター開が選択された時にコンタクトは閉。Sensor 2がシステ

ムメニューで Relay 2に選択された場合、Sensor 1がアクテ

ィブフィルムで使用された場合だけ、シャッターリレーコン

タクトは閉 

7,8  

リレー 4 

サンプリング 

または 

膜厚セットポイント 

システムメニューで、サンプリングが ONの場合、コンタク

トは、サンプリング中は閉、ホールド中は開。サンプリング

が OFF の場合、膜厚セットポイントに到達した時にコンタ

クトは閉 

9 ゼロタイマーリレー このピンをグランドに短絡するとセットポイントタイマー

はゼロ 

10 膜厚ゼロセットリレー このピンをグランドに短絡すると膜厚ゼロセット 

11 シャッター閉リレー このピンをグランドに短絡するとシャッターリレーが開ら

く。 

12 シャッター開リレー このピンをグランドに短絡するとシャッターリレーが閉じ

る。 

13,14,15 グランド  

 

Warning: 入力はアイソレートされておりません。電圧レベルはグランドに対して 0から＋5Vに制限

されなければなりません。 

Warning: 出力リレーは 2Amaxにおいて 30V rms または 30VDCの容量です。適切なフューズが使

用され、十分な配線絶縁と分離は、上記の限度を上回られないことを保証されなければなりません。 



 

 

D. コニュニケーションズ 

SQM-160は RS232、USB（工場出荷オプション）またはイーサーネットによって PCと通信できま

す。RS232はストレートケーブルの Dサブ 9ピンを使用します。 

 

USBによる通信のために、まず PCに添付 CD-ROMから Commプログラムをダウンロードして下

さい。SQM-160が USBポートに接続された時、Windowsによって自動的に接続確認出来ます。 

 

イーサーネット通信のために、SQM-160 は 192.168.1.200 に固定された TCP/IP アドレスによって

使用出来ます。アドレスは CD-ROMの Dgdiscvrプログラムを使用して変更可能です。 

IP アドレスを変更するためには； 

Dgdiscvr.exeをランさせてユニットを認識する。（若干の時間を要します。Refreshをクリック） 

ハイライト表示の unitをダブルクリック 

Login クリック 

Configuration クリック、Network and set 

  1 -  IP=192.168.1.120を新しい IPアドレスに変更 

Apply クリックして Log Out  

 

SQM-160 Comm 

このWindowsプログラムはフィルムパラメータとメニューを設定出来ます。 

SQM-160にダウンロードされ、機器からデータを収集します。データはグラフ化を可能にし、スプ

レッドシートにもセーブ可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

E. 適合宣言 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




